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  東京都立青山特別支援学校長   

中澤 将人 

「防災特集号」（備えあれば憂いなし②） 

校長 中澤 将人 

  

本来なら、秋への移ろいに合わせて衣替えが終わっている頃、そして、学校周辺の

木々も紅葉が進む頃ですが、秋の深まりをまだまだ感じません。早く紅葉の綺麗な秋

になってほしいと思う今日この頃です。 

学校では、12 月７日（土）の青山祭の開催に向けて、少しずつ準備や学習を積み重

ねております。寒暖差もあり体調管理が難しいですが、手洗い・うがいなど簡単なこ

とでも、毎日行うことで予防に備えましょう。 

９月号で、「備えあれば憂いなし」として災害に備えることをお伝えしましたが、

今回は裏面と合わせて、【防災特集号】としてまとめてみました。 

毎年 11 月９日～15 日までは【秋の火災予防運動】期間です。この時期、空気が乾

燥し始めることから、火災に気を付けることを目的にしております。一般的にコンロ

から目を離した時や寝タバコが火災の要因とされていますが、昔よりも発生する件数

が増えているのがコンセント火災です。これから、衣替えや大掃除など家で過ごす時

間もあります。ちょっと早いですが「備えあれば憂いなし」の気持ちで、お子様と一

緒にコンセント周りを確認し、掃除してみてはいかがでしょうか？ 

 宿泊防災訓練に合わせて第２回学校防災教育推進委員会を開催しました。本委員会

は、年３回実施することが義務付けられております。協議の中で委員の方からの情報

を紹介します。二つに共通していることは、『正確な情報』を得ることでした。 

 

①本部の運営を行う時は、テレビから情報を得る。正確な情報を伝えるためには文

字情報が有効。 

②テレビ、防災ラジオなど、いろいろな物を準備しておくことが大切。避難所で 

 役立つのは、LED ライトやカセットコンロなど、日常生活に役立つものがある

と、安心につながる。 

☆御家庭でも同様です。テレビやラジオから情報を得てください。 

※港区の場合、港区用の周波数帯で利用できる防災ラジオ（有料）を販売してい

ます。 

 

 万が一、児童・生徒が学校にいるときに被災した場合、保護者に学校まできていた

だき、児童・生徒を引き渡すことになります。御自宅や仕事先から学校までの道のり

や時間を確認することも、大切な「備えあれば憂いなし」です。 

はなみずき  
青山人権週間 11/7（木）～11/13（水） 

11 月は「ありがとうを伝えよう」がテーマです。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 11 月予定表 都立青山特別支援学校 

【お知らせ】・スクールバス乗車届(12 月分)提出締め切りは、11 月 22 日(金)です。 

・11 月の学納金の引落しは 11 月 11 日（月）です。前日までに入金をお願いします。 

日 曜 予定 給食 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 日 曜 予定 給食 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 

1 金 
中２移動教室 

中１遠隔社会見学 
○ 14:05/15:40 17 日    

2 土    18 月  ○ 14:05/15:40 

3 日 文化の日   19 火 PTA 学習会 小２校外学習 ○ 14:05/15:40 

4 月 振替休日   20 水  ○ 14:05 

5 火 授業参観週間 ○ 14:05/15:40 21 木 小３校外学習 ○ 14:05/15:40 

6 水   ○ 14:05 22 金  ○ 14:05/15:40 

7 木        青山人権週間 ○ 14:05/15:40 23 土 勤労感謝の日   

8 金  ○ 14:05/15:40 24 日    

9 土    25 月  ○ 14:05/15:40 

10 日    26 火  ○ 14:05/15:40 

11 月 避難訓練（地震） ○ 14:05/15:40 27 水 図書ボラ（小２） ○ 14:05 

12 火  ○ 14:05/15:40 28 木  ○ 14:05/15:40 

13 水 健康相談 ○ 14:05 29 金  ○ 14:05/15:40 

14 木 
小 4校外学習 

小５進路学習 
○ 14:10/15:45 30 土    

15 金 ふれあいコンサート AM ○ 14:05/15:40 
 

16 土    

「総合防災訓練」   生活指導部:教諭 関 裕子 

 ９月４日（水）に行われた総合防災訓練は、大規

模な災害発生を想定し、非常時でも学校と家庭が連

携し、安全な対応を取れるようにとのねらいで実施

しました。保護者の方々の御協力ありがとうござい

ました。これからも非常時に備えて学校と家庭が協

力しあい、子供たちの大切な命を守っていくために

訓練を行っていきます。 

「青山の防災について」                    主幹教諭 和泉澤賢司 

 青山特別支援学校では、児童、生徒、教職員対象に毎月避難訓練を実施しています。年間計画を立て、地

震、火災、不審者など、想定される災害を網羅して行っています。４月当初は、ヘルメットに慣れない新入

生の様子も見られましたが、２学期にもなるとヘルメットを被る姿も様になってきました（写真は１０月煙

体験）。今年度は、消防署、赤坂地区総合支所、地域の町会の方々を委嘱し、参加していただいている防災

教育推進委員会での助言も取り入れるなど、より実践的な避難訓練を計画し、評価・改善を繰り返していま

す。さらに、地域との防災連携では、港区が主催する赤坂青山地区滞留者対策協議会の訓練へも参加し、災

害時の連絡ツールを活用して情報を得る体験をしました。 

児童、生徒にとって「防災学習の充実」、教職員にとっては「災害に対応する力を 

高める」ことで「全教員の危機管理に関する対応力や資質を向上し、都立青山特別 

支援学校の防災機能を強化する。」この年間テーマに沿って、今後も安心安全な学校を作っていきます。 

「中学部１年宿泊防災訓練」 

生活指導部:主任教諭 木本 真紀子  

「避難、断水、食事、寝具準備、就寝、引き取り」など

を想定した訓練を実施しました。災害時に想定される

内容を真剣に学習、体験することができました。事後

学習では、「頭を守ったよ」「停電訓練、怖くなかった

よ」と生徒たちの感想がありました。実際に災害が起

き、長期的な避難生活を送る場となり得ることを踏ま

えた時に今回の経験が活かされることと思います。 


